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編 集 後 記

▼今 回、京都社会学 年報に編集委 員 として関 わ らしてい ただ き、改めて感 じた ことは、社 会学は多様で あ

る とい うことです。 しか し、ここに掲載 されてい る論文 は、多様であ る と言われ る状況 か ら一歩踏み 出

そ うとしてい ます。 この雑誌 を通 じて、読者 の皆様が、 その息吹 を少 しで も感 じとっていただ けるこ と

を編 集委員 として願ってお ります。(D3中 島満大)

▼冒険的で ス リリングな論 考が多い とい うのが 「年報」 の一番の魅力 だ と思い ますが 、本年度 もそ う した

原稿が多数 寄せ られ、編 集委員 と して嬉 しく思い ます。 来年度以降 もこうした魅力 を よ り引 き出 してい

くために、書式な どのルー ルの徹底 と、査読 システ ムの改善 を図 りたい と思い ます。(D2李 洪章)

▼今号か ら編集委員の一言を入れた 「編 集後記」 を設けることにな りました。査読の結果 を多数の執筆者に

伝え、対面で修正の相談にのって きた歴代 の編 集委員の方々にもこの場 を借 りて御礼 申 し上げ ます。 また

前号掲 載論文 に関す る手続 きの不手際について、関係者の方 々に深 くお詫び します。(教 員 松 田素二)

お 詫 び

r京都社 会学年報」 第16号(2008年12月 刊 行)所 収の古川 直子論文 「コ ミュニケー シ ョン ・メデ ィ

アの利用形態 とジェンダー 一JIS2004の 分析 か ら」につ きま して、JISの デー タ処理 に関す る正式

な許諾 手続 きを行 っていないので はないか、 と関係者の方か らご指 摘 を受 けま した。指摘 を受 けてす

ぐに事 後許諾手続 きを行い ま したが 、調査デ ー タを用いて論文 を作 成す るさいの基本的手続 きを怠 っ

たことは、 きわめ て重大 な過失であ り、執筆者 ならびに編 集委員会は、JIS関 係 者のみな さまに多大な

ご迷惑 をおかけす るこ とにな りま した ことを深 く反省 しお詫 びする とともに、今後、 この ようなこ と

が起 こ らぬ ように、編 集作業 におけ るデー タ使用手続 きに関 して厳 しくチ ェ ックす る体制 に改善 した

ことを報告 させて いただきます。

「京都社会学年報』編集委員会 代表 松 田素二
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